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欧
州
委
員
会
に
よ
る
と
、
農
業
に
関
す

る
リ
ス
ク
管
理
は
「
災
害
救
援
基
金
（
臨

時
特
例
）」「
共
済
」「
農
業
保
険
」
に
分
類

で
き
る
。

共
済
の
利
点
は
、
地
域
の
横
の
つ
な
が
り

か
ら
自
分
た
ち
で
運
営
す
る
た
め
、
倫
理

の
欠
如
が
起
こ
り
に
く
く
、
減
収
見
込
み

の
あ
る
人
ば
か
り
が
加
入
し
て
し
ま
う
リ
ス

ク
を
軽
減
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
一
方
、
地

域
に
お
け
る
共
済
の
場
合
、
同
時
期
に
多

く
の
生
産
者
が
損
失
を
被
る
危
険
性
が
あ

る
点
と
、
組
織
が
十
分
に
運
営
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
懸
念
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

農
業
保
険
に
つ
い
て
は
、
保
険
会
社
と

被
保
険
者
が
損
失
に
関
す
る
正
確
な
情
報

を
共
有
で
き
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
り
う
る

未
払
い
や
過
払
い
、
ま
た
再
保
険
や
政
府

か
ら
の
支
援
が
行
な
わ
れ
な
い
場
合
、
保

険
会
社
は
高
額
な
保
険
料
に
変
更
し
、
資

金
確
保
を
行
な
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
結

果
と
し
て
生
産
者
が
高
額
な
保
険
料
を
支

払
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
リ
ス
ク
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
農
業
補
償
に
関
し
て
は
基
本

的
に
は
公
的
機
関
か
ら
の
支
援
が
必
要
と

な
る
。
し
か
し
、
政
府
が
臨
時
特
例
を
行

な
う
と
民
間
保
険
の
開
発
が
遅
れ
て
し
ま

う
た
め
、
臨
時
支
払
い
を
行
な
っ
て
い
な
い

国
も
あ
る
。

世
界
銀
行
に
よ
る
と
、
農
業
に
関
す
る

リ
ス
ク
管
理
の
種
類
は
表
１
の
よ
う
に
分

類
さ
れ
る
。
現
行
の
日
本
の
共
済
は

a
）
作
物
損
失
補
償
の
２
．
複
合
災
害

（
M
P
C
I
）
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

c
）
作
物
収
入
補
償
（
C
R
I
）
へ
の
移

行
を
検
討
し
て
い
る
。

日
本
で
は
災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
農

業
共
済
に
よ
る
支
払
い
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
特
例
措
置
が
施

行
さ
れ
る
。

農
業
共
済
組
合
は
ご
存
じ
の
と
お
り
、

基
本
的
に
は
市
区
町
村
の
区
域
ご
と
に
設

け
ら
れ
て
お
り
、
管
轄
区
域
内
の
農
家
が

組
合
員
に
な
っ
て
運
営
し
て
い
る
。
名
目
は

「
農
業
災
害
補
償
は
、
農
業
者
が
不
慮
の
事

故
に
よ
っ
て
受
け
る
事
の
あ
る
損
失
を
補

填
し
て
農
業
経
営
の
安
定
を
は
か
り
、
農

業
生
産
力
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
災
害
で
受
け

る
損
害
を
補
填
す
る
た
め
に
昭
和
22
年
12

月
の
農
業
災
害
補
償
法
の
制
定
と
と
も
に

発
足
し
た
も
の
が
農
業
共
済
制
度
で
あ
る
。

一
方
で
、 

農
業
共
済
組
合
や
共
済
事
業

を
行
な
う
市
町
村
は
、
事
業
の
実
施
の
強

制
や
当
然
に
加
入
（
当
然
加
入
）
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
当
然
加
入
に
よ
っ
て

組
合
員
と
な
っ
た
農
家
は
、
耕
作
面
積
が
一

定
規
模
以
上
で
あ
れ
ば
米
と
麦
に
関
し
て

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
平
成
27

年
の
加
入
戸
数
は
農
作
物
共
済
合
計
で
約

１
４
９
万
戸
（
う
ち
：
水
稲
１
４
４
万
戸
、

麦
４
万
戸
）、
加
入
面
積
は
約
１
７
３
万
ha

（
う
ち
：
水
稲
１
４
６
万
ha
、麦
27
万
ha
）で
、

同
年
の
水
稲
作
付
面
積
約
１
５
０
万
ha
、

麦
27
万
ha
の
た
め
、
98
％
の
圃
場
が
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
。
一
定
規
模
に
満
た

な
い
加
入
が
任
意
で
あ
る
圃
場
も
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
ほ
ぼ
１
０
０
％
加
入

し
て
い
る
と
い
え
る
。

対
象
と
な
る
自
然
災
害
は
、
風
水
害
、

干
害
、
冷
害
、
雪
害
、
そ
の
他
気
象
上
の

原
因
（
地
震
、噴
火
を
含
む
）
に
よ
る
災
害
、

世
界
の
農
業
に
関
す
る

リ
ス
ク
管
理

現
在
の
日
本
の

災
害
補
償
と
共
済

表１：農業補償の分類

参考：World Bank, 2009

農業保険の種類 支払い基準 採用国
a）作物損失補償
1.単一災害 損失割合 世界中
2.複合災害（MPCI） 収量損失 世界中
b）指数を基準とした補償
3.地域収量指数 地域の減収 USA、インド、ブラジル

4.気候指数 気候指数 インド、メキシコ、マラウイ、
カナダ、USA

5.正規化差植生指数 正規化差植生指数 メキシコ、スペイン、カナダ
6.家畜死亡損害指数 家畜死亡損害指数 モンゴル
7.森林火災指数 森林火災被害面積 カナダ、USA
c）作物収入補償
8.CRI（作物収入補償） 減収と減収入 USAの一部

自然災害と農業 前編

1985年、愛知県名古屋市生まれ。大学ではスペイン・ラテンアメリカ地域研究
を行なう。卒業後、メーカーで国内・海外業務に携わる。2011年から夫の駐在
帯同でオランダ・アムステルダムに移住し、それをきっかけに農業界へ足を踏み
込む。取材活動とともに、Van Hall Larenstein University of Applied 
Scienceで農村社会学を学ぶ。16年、夫の駐在が終わり、帰国する。現在もオ
ランダを合わせ鏡にして日本農業を勉強している。

２０１６年は終わらない自然災害の年だった。４
月の熊本地震をはじめ、 各地での豪雨や台風
の上陸で川の氾濫や落橋など広範囲にわたっ
て被害をもたらした。自然災害は種類は違えど
全世界どこでも起こりうる。今回は、オランダの
自然災害に対する農業保険と日本の自然災
害補償制度を照らし合わせて考える。

オランダの自然災害に対する農業保険
紀平真理子　Mariko Kihira
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織
に
て
効
率
化
を
図
る
。

農
業
補
償
制
度
の
見
直
し
と
同
時
に
収

入
保
険
制
度
の
導
入
が
行
な
わ
れ
、
任
意

加
入
と
し
て
収
入
保
険
制
度
も
し
く
は
農

業
災
害
補
償
制
度
へ
の
加
入
が
促
進
さ
れ

る
。
収
入
保
険
制
度
は
表
１
の
８
．
C
R
I

（
作
物
収
入
補
償
）
で
自
然
災
害
だ
け
で
な

く
、
価
格
の
下
落
等
で
当
期
収
入
が
基
準

収
入
（
過
去
５
年
間
の
青
色
申
告
に
お
け

る
平
均
収
入
）
の
90
％
を
下
回
っ
た
場
合
、

掛
け
捨
て
保
険
タ
イ
プ
だ
と
基
準
収
入
の

80
％
、
積
立
だ
と
90
％
を
限
度
額
と
し
て

補
填
す
る
制
度
で
あ
る
。
名
目
上
は
農
業

経
営
者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
収
入

全
体
を
見
て
総
合
的
に
対
応
す
る
保
険
制

度
で
あ
る
。
基
準
収
入
も
当
期
収
入
も
所

得
で
は
な
く
販
売
収
入
全
体
を
対
象
と
し

て
お
り
、
加
工
品
は
含
め
な
い
と
さ
れ
て
い

る
が
、
税
務
上
農
業
所
得
で
あ
る
精
米
、

荒
茶
、
梅
干
し
、
畳
表
、
牛
乳
は
販
売
収

入
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
補

助
金
は
販
売
収
入
に
含
め
な
い
が
、
コ
ス
ト

割
れ
を
補
填
す
る
畑
作
物
の
直
接
支
払
い

交
付
金
や
甘
味
資
源
作
物
交
付
金
等
の
数

量
支
払
い
は
収
入
と
し
て
含
め
て
よ
い
と

さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
見
直
し
で
米
と
麦
の
当
然
加
入

が
任
意
加
入
へ
移
行
す
る
こ
と
が
公
表
さ

れ
た
。
当
然
加
入
は
共
済
に
お
い
て
起
き

や
す
い
事
故
率
の
高
い
人
（
土
地
的
、
作

物
的
に
リ
ス
ク
が
高
い
人
）
が
よ
り
多
く

加
入
す
る
「
逆
選
択
」
を
防
ぐ
た
め
に
適

用
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

任
意
加
入
の
米
や
麦
以
外
の
生
産
者
か

ら
は
「
施
設
共
済
に
は
加
入
し
て
い
る
が
、

作
物
の
共
済
に
は
あ
ま
り
利
点
が
な
い
の

で
加
入
し
て
い
な
い
」
と
い
う
声
や
、
一
方

で
気
候
条
件
が
良
く
な
い
地
域
や
補
填
を

受
け
た
経
験
が
あ
る
と
、
任
意
加
入
に
な

っ
て
も
継
続
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
声
が
あ

る
。
米
と
麦
が
任
意
加
入
制
に
移
行
し
た

場
合
、
生
産
者
は
共
済
へ
の
加
入
の
選
択

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
「
逆

選
択
」
が
起
こ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
が
、
今
回
の
見
直
し
で
は
「
危
険
段
階

別
共
済
掛
金
率
（
農
業
者
ご
と
の
被
害
の

発
生
状
況
に
応
じ
て
掛
金
を
設
定
す
る
）」

の
導
入
は
組
合
ご
と
に
設
定
す
る
か
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
あ
ま
り
普
及
し

な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
災
害
が
起
き

た
場
合
の
特
例
措
置
が
必
ず
あ
る
と
い
う

保
証
も
な
い
。

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
任
意
加
入
の
農
業

保
険
制
度
を
知
る
こ
と
で
、
日
本
で
今
後

任
意
加
入
制
に
移
行
し
た
場
合
に
起
こ
り

う
る
リ
ス
ク
と
対
策
が
見
え
て
く
る
だ
ろ

う
。オ

ラ
ン
ダ
は
地
震
も
台
風
も
起
こ
ら
な

い
。
そ
れ
で
も
水
害
リ
ス
ク
や
あ
ら
れ
や
ひ

ょ
う
、
暴
風
な
ど
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は

あ
る
。
同
国
で
は
自
然
災
害
に
よ
る
補
償

を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
北
部
の
ハ
ッ
セ
ル
ト
に
あ
る
民
間
の
相

互
保
険
会
社A

griVer

社
を
訪
問
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
災
害
補
償
は
民
間
組
織
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
同
社
は
１
８
９

２
年
に
オ
ラ
ン
ダ
北
部
で
７
の
地
方
相
互

保
険
組
織
を
統
一
し
て
設
立
さ
れ
た
農
業
・

園
芸
に
特
化
し
た
民
間
の
相
互
保
険
会
社

だ
。
一
般
的
に
相
互
会
社
は
顧
客
と
社
員

が
一
致
す
る
企
業
形
態
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
場
合
、
顧
客
は
生
産
者
に
な
る
。
そ
れ

以
外
に
オ
ラ
ン
ダ
に
は
３
社
の
農
産
物
に

関
す
る
民
間
相
互
保
険
会
社
が
あ
る
。

Interpolis

社
内
の
農
業
部
門
で
あ
る

A
chm

ea agro

、
果
物
に
特
化
し
た

O
nderlinge Fruit Verzekering

社
、
ド

イ
ツ
のVereinigte H

agel

社
で
あ
る
。

A
griVer

社
は
一
部
ド
イ
ツ
で
も
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
お
り
、Vereinigte H

agel 

社
は
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
加
え
、
イ
タ
リ

ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
広
範

囲
で
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
る
。
ベ
ル
ギ

ー
、デ
ン
マ
ー
ク
、ド
イ
ツ
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、

イ
ギ
リ
ス
で
も
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
に
農
業

保
険
は
民
間
会
社
が
管
理
し
て
お
り
、
管

理
コ
ス
ト
に
政
府
か
ら
の
補
助
金
は
使
わ

れ
て
い
な
い
。

A
griVer

社
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る

A
.M

. B
oersm

a

氏
は
、「
も
ち
ろ
ん
、
ど

の
相
互
保
険
会
社
に
加
入
す
る
か
は
生
産

者
が
決
め
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
作
物
ご
と
に

火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
な
ど
複
合
的
に

補
償
さ
れ
て
い
る
。
家
畜
共
済
に
関
し
て

は
、
家
畜
の
死
亡
、
廃
用
、
疾
病
、
傷
害

な
ど
幅
広
く
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
。

共
済
金
は
年
間
で
約
１
０
０
０
億
円
程

度
支
払
わ
れ
て
お
り
、
冷
害
の
発
生
し
た

平
成
５
年
に
は
５
５
０
０
億
円
に
上
っ
た
。

約
50
％
は
国
か
ら
の
助
成
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
る
。

現
在
の
農
業
災
害
補
償
制
度
の
見
直
し

が
平
成
28
年
に
公
表
さ
れ
た
。
見
直
し
項

目
は
、（
１
）
農
業
災
害
補
償
制
度
に
お
け

る
農
作
物
共
済
（
米
、
麦
）
の
当
然
加
入

制
か
ら
任
意
加
入
制
へ
移
行
、（
２
）
一
筆

方
式
等
の
引
受
方
式
の
廃
止
、（
３
）
果
樹

の
特
定
危
険
方
式
・
園
芸
施
設
の
短
期
加

入
の
廃
止
、（
４
）
畑
作
物
・
果
樹
の
補
償

割
合
の
複
数
選
択
、（
５
）
家
畜
共
済
（
死

廃
と
病
傷
共
済
の
分
離
、
事
故
発
生
時
の

資
産
価
値
で
補
償
、
期
首
に
飼
養
計
画
申

告
・
期
末
に
掛
金
調
整
方
法
、
１
件
ご
と

か
ら
年
間
の
共
済
金
支
払
が
一
定
基
準
を

超
え
た
場
合
に
支
払
い
、
初
診
料
を
含
め

た
診
察
費
全
体
に
一
定
の
自
己
負
担
、
共

済
加
入
者
間
で
取
引
さ
れ
た
家
畜
は
２
週

間
以
内
で
も
請
求
可
、
家
畜
商
経
由
で
も

対
象
）、（
６
）
危
険
段
階
別
の
掛
金
率
を

導
入
、（
７
）
無
事
戻
し
の
廃
止
、（
８
）
農

業
共
済
団
体
が
新
た
に
設
立
す
る
全
国
組

当
然
加
入
か
ら
任
意
加
入
へ

オ
ラ
ン
ダ
の
民
間
農
業
保
険

農
業
災
害
補
償
制
度
の
見
直
し
と

収
入
保
険
制
度
の
導
入
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違
う
保
険
会
社
に
加
入
し
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
当
社
は
オ
ラ
ン
ダ
北
部
に
あ
る
の
で
、

畑
作
で
有
名
な
フ
レ
ボ
ラ
ン
ド
州
の
畑
作

生
産
者
の
３
分
の
２
は
う
ち
の
保
険
に
加

入
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
。
同
社
の
オ
ラ
ン

ダ
国
内
に
お
け
る
保
険
加
入
圃
場
面
積
は

て
ん
菜
２
万
ha
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
４
万
２
７
０

０
ha
、
小
麦
４
万
５
０
０
０
ha
に
な
る
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
作
物
損
失
補
償
が
適
用

さ
れ
て
い
る
。
任
意
加
入
の
た
め
、
現
在
は

約
60
％
の
生
産
者
が
頻
発
す
る
あ
ら
れ
や

ひ
ょ
う
で
被
害
を
受
け
た
作
物
の
補
償
を

行
な
う
単
一
災
害
の
「
あ
ら
れ
や
ひ
ょ
う
保

険
」
に
加
入
し
て
い
る
。
近
年
は
そ
の
他
の

自
然
災
害
や
天
候
不
順
（
豪
雨
、
干
ば
つ
、

霜
、
雪
、
凍
結
、
嵐
、
侵
食
、
火
災
）
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
作
物
や
、
輸
送
中
の

被
害
を
補
償
す
る
「
M�

P�

C�

I�

（M
ulti 

Peril Crop Insurance

）（
複
合
災
害
保

険
）」
を
追
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
M�

P�

C�

I�

の
項
目
で
近
年
最
も

問
題
に
な
っ
て
い
る
自
然
災
害
が
豪
雨
で

あ
る
。
豪
雨
と
見
な
す
指
標
は
24
時
間
以

内
で
50‌

㎜
も
し
く
は
70‌

㎜
（
加
入
プ
ラ
ン

に
よ
る
）、
48
時
間
以
内
で
84‌

㎜
ま
た
は
96

時
間
以
内
で
１
０
０‌

㎜
。
掛
金
に
よ
り
補

償
さ
れ
る
条
件
が
異
な
る
。
２

０
１
４
年
か
ら
は
花
の
球
根
に

セ
ン
チ
ュ
ウ
が
発
生
し
た
場
合

に
補
償
を
受
け
る
保
険
プ
ラ
ン

も
開
始
し
た
。

M�

P�
C�
I�
に
加
入
し
て
い
る

と
、
選
択
し
た
自
然
災
害
で
30

％
以
上
の
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、

A
griVer

社 

に
よ
っ
て
補
償
さ

れ
る
。
M�

P�

C�

I�

に
関
し
て
の

み
掛
金
の
65
％
を
オ
ラ
ン
ダ
政

府
と
E‌

U
が
負
担
し
て
い
る（
予

算
限
度
額
は
オ
ラ
ン
ダ
全
土
で

年
間
９
０
０
万
ユ
ー
ロ
）。
こ
れ

は
現
状
、
約
15
％
し
か
加
入
さ

れ
て
い
な
い
M�

P�

C�

I�

を
今
後

の
気
候
変
動
で
増
え
る
と
予
想

さ
れ
る
自
然
災
害
リ
ス
ク
対
策

の
た
め
の
保
険
を
推
進
す
る
た

め
だ
と
い
う
。

「
２
０
１
６
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
は

自
然
災
害
で
膨
大
な
被
害
が
起
こ

り
ま
し
た
。
生
産
者
は
政
府
が
損

害
を
補
償
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
政
府
は
『
自
分

で
保
険
を
か
け
て
お
く
こ
と
が
で

き
た
は
ず
』
と
説
明
し
て
支
払
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
保
険
を
掛
け
て

い
な
か
っ
た
人
は
慌
て
て
い
ま
し
た

ね
」（A

.M
. Boersm

a

氏
）

ち
な
み
に
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
が
臨
時
特

例
で
災
害
補
償
を
行
な
っ
た
の
は
１
９
９
８

年
の
豪
雨
に
対
す
る
補
償
で
総
額
２
億
５

０
０
０
万
ユ
ー
ロ
を
支
払
っ
た
が
、
以
後
臨

時
特
例
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

被
害
は
作
物
の
種
類
や
栽
培
時
期
、
地

域
、
生
育
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
異
な
る
。
た

と
え
ば
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
葉
物
や
花
き
よ

り
被
害
が
少
な
い
た
め
、
保
険
料
が
安
く

な
る
。
ま
た
、
内
陸
部
は
沿
岸
部
よ
り
被

害
が
大
き
い
た
め
、
地
域
を
ゾ
ー
ン
に
分

け
て
お
り
、
保
険
料
が
異
な
る
。
自
然
災

害
が
起
こ
る
リ
ス
ク
が
高
い
オ
ラ
ン
ダ
南
部

は
保
険
料
が
他
よ
り
高
い
。
そ
の
た
め
、

被
保
険
者
は
作
物
の
種
類
、
圃
場
の
場
所
、

作
物
ご
と
の
面
積
、
希
望
保
険
価
額
、
希

望
保
有
額
、加
入
希
望
の
保
険
（
た
と
え
ば
、

あ
ら
れ
や
ひ
ょ
う
保
険
と
豪
雨
と
干
ば
つ

等
）
に
関
す
る
情
報
を
毎
年A

griVer

社

に
提
出
し
て
い
る
。
保
険
料
は
２
年
ご
と

に
補
償
申
請
が
な
け
れ
ば
５
％
ず
つ
下
が

り
、
最
大
40
％
ま
で
下
が
る
。

自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
被
保
険

者
か
ら
連
絡
が
入
り
、（
１
）
作
物
の
生
育

ス
テ
ー
ジ
、（
２
）被
害
を
受
け
た
葉
の
割
合
、

（
３
）
被
害
を
受
け
た
日
を
確
認
し
、
損
害

査
定
人
に
よ
っ
て
被
害
が
確
認
さ
れ
、
作

物
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る
被
害
査
定
チ

ャ
ー
ト
で
等
級
を
確
定
し
、
支
払
い
が
行

な
わ
れ
る
。
損
害
査
定
人
は
85
人
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
認
定
さ
れ
た
生
産
者

で
、
損
害
査
定
人
を
ま
と
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
エ
リ
ア
ご
と
に
い
る
。

A
.M

. Boersm
a

氏
は
、「
自
然
災
害
が

起
こ
り
、
保
険
申
請
書
が
届
く
と
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
通
じ
て
損
害
査
定
人
に
連

絡
し
て
被
害
状
況
を
見
に
行
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
私
た
ち
は
そ
の
と
き
だ
け
彼
ら
に

支
払
え
ば
い
い
の
で
、
多
く
の
人
を
雇
う
よ

り
コ
ス
ト
が
少
な
く
て
済
み
ま
す
ね
。
こ
れ

が
相
互
保
険
会
社
の
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
」

と
微
笑
ん
だ
。

保険料の例

１）てん菜（10ha）

プラン あられやひょうのみのスタンダードプラン

保険価額 4,000ユーロ/ha 契約内容 １年ごとの契約

条件 過去にあられやひょうの被害が報告されていない。

合計保険額 10×4,000=40,000ユーロ 保険レート ７‰

保険料 40,000×7‰=280ユーロ（過去５年、あられやひょうの被害が
報告されていないため30％引き）=196ユーロ/年（税別）

２）種イモ（20ha）

プラン あられやひょうのみのスタンダードプラン

保険価額 10,000ユーロ/ha 契約内容 ５年ごとの契約

地域 内陸部（Eゾーン）

条件 過去にあられやひょうの被害が報告されていない。

合計保険額 20×10,000=200,000ユーロ 保険レート 3.5‰

保険料 200,000×3.5‰ =700ユーロ（過去５年、あられやひょうの被
害が報告されていないため30％引き）=490ユーロ/年（税別）

A.M. Boersma氏と、大学で農業保険を専攻し、
保険証書作成を担当しているJennemarieke 
Steenbeek氏


